
生
活
保
護
は
最
後
の
セ
ー
フ
テ
ィ

ネ
ッ
ト

貧
困
な
く
す
た
め
違

法
運
用
を
な
く
せ

「
11
年
間
で
８
６
７
人
」
何
の
数
字
か
わ
か

り
ま
す
か
。
日
本
の
餓
死
者
の
数
だ
そ
う
で
す
。

厚
生
労
働
省
の
調
査
で
、
死
亡
診
断
書
に
「
餓

死
」
と
記
載
さ
れ
た
も
の
を
集
計
し
た
も
の
で

す
。
死
亡
診
断
書
に
は
別
の
病
名
が
か
か
れ
る

場
合
が
多
く
氷
山
の
一
角
と
も
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
テ
レ
ビ
を
見
れ
ば
「
大
食
い
番
組
」
が
あ

ふ
れ
て
い
る
の
と
反
面
、
巷
に
は
悲
惨
な
人
生

が
あ
る
よ
う
で
す
。

こ
の
国
の
最
後
の
命
の
拠
り
所
と
し
て
の
「
生

活
保
護
」
行
政
も
北
九
州
市
で
の
「
生
活
保
護

打
ち
切
り
」
で
餓
死
し
た
事
件
が
あ
り
ま
し
た
。

「
お
に
ぎ
り
が
食
べ
た
い
」
手
帳
に
そ
う
記
さ

れ
て
い
た
そ
う
で
す
。
「
風
呂
は
週
１
回
、
シ
ャ

ワ
ー
で
す
ま
す
」
「
１
日
に
１
食
の
と
き
も
あ

る
」
「
会
費
が
か
か
る
の
で
老
人
会
に
も
で
ら

れ
な
い
」
。
生
活
と
健
康
を
守
る
会
連
合
会
が

行
っ
た
生
活
保
護
世
帯
ア
ン
ケ
ー
ト
に
寄
せ
ら

れ
た
声
だ
。
老
齢
加
算
の
廃
止
、
母
子
加
算
の

削
減
・
廃
止
で
ギ
リ
ギ
リ
の
生
活
を
余
儀
な
く

さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
各
地
で
生
活
保
護
の
抑

制
・
排
除
に
結
び
つ
く
人
権
侵
害
が
横
行
し
て

い
る
。
違
法
な
「
窓
口
規
制
」
は
あ
っ
て
は
な

ら
な
い
。

最
低
生
活
保
障
の
原
理

無
差
別
平
等
の
原
理

生
活
保
護
法
の
原
則
は
、
国
が
生
活
に
困
窮

す
る
す
べ
て
の
国
民
に
対
し
、
そ
の
困
窮
の
程

度
に
応
じ
、
必
要
な
保
護
を
行
い
、
そ
の
最
低

限
度
の
生
活
を
保
障
す
る
こ
と
で
あ
る
。

ま
た
、
生
活
に
困
窮
し
て
い
る
か
ど
う
か
だ

け
に
着
目
し
て
無
差
別
平
等
に
実
施
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

申
請
は
必
ず
受
理
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
調

査
・
審
査
に
よ
り
可
否
を
決
定
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
る
。
し
か
し
、
実
際
に
は
福
祉
事
務
所
に

お
い
て
、
申
請
さ
せ
ず
追
い
返
す
と
い
う
明
ら

か
な
違
法
行
為
が
横
行
し
て
い
る
。

補
足
性
の
原
理

生
活
保
護
の
他
に
方
策
が
あ
れ
ば
そ
れ
を
優
先

す
る
が
、
そ
れ
で
も
最
低
生
活
を
下
回
っ
て
い

れ
ば
、
そ
の
差
額
は
生
活
保
護
と
し
て
支
給
さ

れ
る
。

年
金
を
活
用
し
て
も
な
お
か
つ
不
足
す
れ
ば

生
活
保
護
を
受
け
ら
れ
る
。
た
と
え
働
く
こ
と

が
で
き
て
も
、
所
得
が
一
定
水
準
以
下
の
人
は

生
活
保
護
が
受
け
ら
れ
る
。
母
子
家
庭
、
自
己

破
産
者
、
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
、
年
金
生
活
者
の

場
合
、
利
用
で
き
る
人
が
多
い
は
ず
だ
。

最
低
賃
金
が
生
活
保
護
費
を
下
回
る
地
域
も

多
い
こ
と
か
ら
、
最
賃
と
生
活
保
護
基
準
の
関

係
が
議
論
さ
れ
て
い
る
が
、
低
す
ぎ
る
最
賃
を

引
き
上
げ
る
べ
き
で
、
最
賃
に
あ
わ
せ
て
生
活

保
護
基
準
を
引
下
げ
る
の
は
お
か
し
い
。

「
水
際
」
で
申
請
拒
否

捕
捉
率
と
い
う
の
は
要
保
護
者
の
う
ち
実
際

に
保
護
を
受
け
て
い
る
人
の
比
率
。
欧
米
は
少

な
く
と
も
50
％
以
上
（
ド
イ
ツ
70
％
、
イ
ギ
リ

ス
90
％
）
。
日
本
の
捕
捉
率
は
約
15
％
と
い
わ

れ
、
あ
と
の
85
％
の

人
は
、
違
法
な
窓
口

規
制
や
受
給
要
件
の

厳
し
さ
、
屈
辱
感
な

ど
に
よ
っ
て
、
最
低

限
の
保
護
を
受
け
ら

れ
て
い
な
い
。
窓
口

に
は
申
請
書
を
置
か

ず
、
制
度
を
紹
介
す

る
パ
ン
フ
も
な
い
。

日
本
政
府
は
捕
捉
率

の
調
査
さ
え
し
て
い

な
い
。
ち
ゃ
ん
と
調

査
し
て
捕
捉
率
を
高

め
る
よ
う
努
力
す
る

べ
き
だ
。
生
活
に
困
っ

て
い
る
人
が
き
ち
ん

と
保
護
を
受
け
ら
れ

る
制
度
と
し
て
運
用

さ
れ
る
よ
う
、
違
法

な
対
応
を
許
し
て
は

な
ら
な
い
。
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こぶし座の
楽しい芸能

●と き 午後２時

●ところ プラザ新琴似（新琴似７条４丁目１-３）

●主 催 こぶし座応援団

●チケット 大人１．５００円 小中高８００円

●御問合せ (札幌北・石狩健康友の会)

連絡先 ７６２－９０８５

窓口での対応例 生活保護法の趣旨

まだ働ける年齢だから生活保

護は受けられない

稼働能力があっても、就職活

動をしても就職できない場合

は、保護の要件に欠けるとこ

ろはない。

親族に面倒を見てもらいなさ

い

保護の要件ではなく、親族か

ら援助がされたとき収入とし

て認定されるだけ。無理な援

助は必要ない。

持ち家を処分しなさい

厚生労働省通達でも、処分価

値が著しく高い場合を除いて

居住用不動産の保有は認めら

れている

家賃が高すぎるからダメ
住宅扶助費の上限を超える部

分が支給されないだけ。

借金があるとダメ 借金があるからといって拒否

の理由にならない。

ホームレスだから保護は受け

られない

居住の事実を把握するのは役

所の義務。住民票がないこと

は理由にならない。



福田内閣が４月から後期高齢者医療制度の

実施を強行しようとしていることに、怒りと

抗議の声が広がっています。

世界に類ない医療制度
後期高齢者医療制度は２００６年６月に、

「医療構造改革」の名で小泉内閣と自民、公

明が強行しました。７５歳以上の人を機械的

に「後期」高齢者として現在の医療保険から

追い出し、負担増と治療制限を強いる仕組み

に囲い込むという世界に類のない差別医療制

度です。７５歳以上の人口比率が高まった場

合も、後期高齢者の医療給付が増えた場合も、

保険料の負担が増える過酷な制度です。

年金が月１万５千円以上の人から保険料を

天引きする強制徴収は、高齢者のくらしを直

接脅かします。まして事のついでに６５歳以

上の高齢者の国民健康保険料も、年金から天

引きすることには何の道理もありません。す

でに６５歳以上の高齢者は年金から介護保険

料を天引きされています。

後期高齢者医療制度に自動的に移される６

５歳以上の重度障害者にも不安が広がってい

ます。本人が申請すれば現行制度にとどまる

ことができますが、その場合、自治体によっ

ては障害者の医療費助成制度の対象からはず

されてしまいます。自治体にいままでどおり

の助成を続けさせる必要があると同時に、問

題だらけの後期高齢者医療制度そのものを中

止に追い込むことが重要です。

「痛み感じてもらう」
あえて差別制度を導入するのはなぜか。厚

労省の担当者は、「医療費が際限なく上がっ

ていく痛みを、後期高齢者が自分の感覚で感

じ取っていただくことにした」と説明してい

ます。

厚労省の社会保障審議会では病院でのみと

りには金がかかると議論し、特別部会報告で

は「後期高齢者の心身の特性」として「いず

れ避けることができない死を迎える」とまと

めています。厚労省の課長は講演で「家で死

ねっていうこと。病院に連れてくるな」と発

言しました。「いずれ死ぬ」のだからと別枠

の制度に囲い込んで医療を抑制するとともに、

療養病床の大幅削減と軌を一にして終末期の

高齢者を病院から追い出し、医療費を削減す

る。あまりにも卑劣な高齢者いじめです。

こんな制度は撤回させ、廃止するしかあり

ません。


